
｀ヽ
、

1嘉

麻

市

地

域

公

共

交

通
会
議
設
置
条
例
が
改
正

さ
れ
ま
し
た
。

現
在

の
嘉
麻
市
地
域

公

共
交
通
会
議

の
委
員
と
し

て
、

「
市

民

で
組
織

さ

れ

た
団
体

の
代
表
者

又
は
そ

の
団
体
が
推
薦
す

る
者

４

人
以
内
及
び
学
識
経
験
者

１
人
以
内
」
が
追
加
さ
れ

ま
し
た
。

交
通
事
情

に
詳

し

い
方

や

日
頃
か
ら
公
共
交
通
を

利
用

し
て
い
る
方
な
ど
、

様

々
な
意
見
を
取
り
入
れ
、

公
共
交
通
網
計
画
を
策
定

す

る
た
め

の
改
正
で
す
。

こ
の
計
画
策
定

に
よ
り
、

３

つ
の
メ
リ

ッ
ト
が
あ
り

ま
す
。

①

地
域
に
と

っ
て
望
ま

し

い
公
共
交
通
網

の

マ
ス

タ
ー
プ

ラ
ン
と
し
て
の

法
定
計
画
が

で
き
る

②
計

画
策
定
段
階

で
の
地

域

・
事
業
者

の
意
見
を

聞
き
、
計
画
に
反
映

で

き

る

③

国
等

の
補
助
金
が
活
用

で
き
る

の
３

つ
で
す
。

今
後
、

こ
の
地
域
公
共

交
通
会
議

で
検
討
す

べ
き

事
項
と
し
て
予
定

し
て

い

る

５
つ
の
方
針

（
案
）
が

掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

①

利
便
性

の
高

い
交
通
環

境

の
構
築

②
安
全
性
が
高
く
、
利
用

し
や
す

い
交
通
体
系

の

実
現

③
わ
か
り
や
す
く
、
効
率

的
な

公
共
交
通
体
系

の

確
立

④

必
要
な

公
共
交
通
サ
ー

ビ

ス
の
確
保

⑤
必
要
な
交
通
手
段

の
確

保
及
び
利
用
促
進

こ
の
５

つ
の
方
針

（
案
）

に

つ
い
て
今
後
検
討

し
、

計
画
策
定

に
向
け

て
の
取

り
組

み
が
次

に
示
す
よ
う

な

ス
ケ
ジ

ュ
ー

ル
で
進
ん

で
い
き
ま
す
。

嘉

麻

市

地

域

公

共

交

通

網

形

成

計

画
策

定

地

域

に

と

つ

て
胡

=

ま

し

い
/AN

量

父

通

糸岡

の

マ

ス

タ

|

プ

フ

ン

※ ス ケ ジ ュー ル の 点 線 部 分 は 、 実 施 可 能 性 の調 査 を行 い 、 事 業 実 施 の 見 通 しが 立 っ た 後 、

具 体 的 な運 行 計 画 の 協 議 、 例 規 整 備 、 予 算 の確 保 を行 う期 間 とな っ て い ます 。

交通体系の総合的な見直しのスケジュール

検討項 目 28年度 29年度 30年 度 31年 度 32年 度

【構想】

・ 地域公共交通網形成計画

策定
レ

【利用促進戦略】
・ 通学助成制度の導入

■ ■ ■ ■ ■ ■ )
【短期戦略】

・ 既存事業における軽微な

変更 (単 年度見直 し)

L L L L L

「 「 「

ア

「
【中期戦略】    .
0桂川駅便の見直 し

・ 各高校及び福岡市内への

直行便構築

■ ■ ■ ■ El■ レ

【長期戦略】
0循環バス路線の構築及び

交通体系の総合的見直 し
。福祉バス事業の廃止

・ ICカ ー ドシステムの導入

・ 高齢者助成制度の導入

■ ■ ‐ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ レ

地 域
/AN共

交 通 網 形 成 計 画 策定のスケジュール

項 目 10月 11月 12月 1月 2月 3月

庁 内検 討 →

地 域 公 共 交 通 会 議
L

「
パブ リック

コメン ト
‐ >

国 との 協 議 ■  ‐  ‐ ■  ‐  圏 ■  ‐  国 ■  E壼 →

計 画 完 了 予 定 ●
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